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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　照明ユニットと被写体画像を取得する撮像ユニットとを挿入部の先端部に具備し、
　前記照明ユニットは、
　それぞれが、半導体発光素子を有し、上面から光を出射する複数の発光部と、
　長軸方向が撮像方向であり、光出射方向である前記長軸方向に列設された複数の凹部の
それぞれの内部に前記複数の発光部のそれぞれが配設されているとともに、複数の接続用
電極を、いずれかの主面に有し、前記複数の接続用電極のそれぞれが、前記半導体発光素
子の素子電極と中継電極および内部配線を介して接続されている配線板と、
　前記複数の発光部の前記上面の上部に、透明樹脂層を介して配設された、前記複数の発
光部が出射した光の方向を前記配線板の前記長軸方向に変える光学部材と、
　前記配線板の主面に平行に、前記複数の接続用電極のそれぞれと接合された複数の信号
ケーブルと、を有することを特徴とする内視鏡。
【請求項２】
　前記複数の発光部のそれぞれの前記上面に、それぞれ前記光学部材が配設されているこ
とを特徴とする請求項１に記載の内視鏡。
【請求項３】
　前記複数の発光部が、異なる波長の光を出射することを特徴とする請求項１または請求
項２に記載の内視鏡。
【請求項４】



(2) JP 6021391 B2 2016.11.9

10

20

30

40

50

　前記複数の発光部の少なくともいずれかが、前記半導体発光素子が発生した光の波長を
変換する波長変換層を有することを特徴とする請求項３に記載の内視鏡。
【請求項５】
　前記複数の発光部のそれぞれが、独立してＯＮ／ＯＦＦ制御可能であることを特徴とす
る請求項３に記載の内視鏡。
【請求項６】
　前記照明ユニットの前記長軸方向の角部が面取りされていることを特徴とする請求項１
から請求項５のいずれか１項に記載の内視鏡。
【請求項７】
　前記配線板の前記長軸方向が、前記先端部の長軸方向に対して傾斜していることを特徴
とする請求項１から請求項６のいずれか１項に記載の内視鏡。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明の実施形態は、照明ユニットを挿入部の先端部に具備する内視鏡に関する。
【背景技術】
【０００２】
　半導体発光素子を用いた照明ユニットは、小型で電力効率がよい。このため、発光ダイ
オード（ＬＥＤ）またはレーザーダイオードなどの半導体発光素子を有する照明ユニット
は、各種の光源として利用されている。
【０００３】
　図１に示すように、特開平１１－２６７０９９号公報には、ＬＥＤ１３０を有する照明
ユニット１１０が、挿入部１１２の先端部１１１に配設されている内視鏡１０１が開示さ
れている。配線板１２０に配設されたＬＥＤ１３０は、信号ケーブル１６０からの信号に
より発光する。出射光Ｌは、照明レンズ１５５を介して被写体に到達する。一方、被写体
からの反射光は、対物レンズ１７５を介して撮像ユニットの固体撮像素子１７１に入射し
、撮像信号は信号ケーブル１７４を介して伝達される。出射光Ｌの照射方向は、撮像ユニ
ットの撮像方向、すなわち、先端部１１１の長軸方向（Ｚ方向）である。そして、信号ケ
ーブル１６０は配線板１２０のＬＥＤ１３０配設面と対向する主面側の電極と、はんだ接
合されている。
【０００４】
　しかし、内視鏡１０１の先端部１１１に配設される照明ユニット１１０は極めて小さく
、信号ケーブル１６０を配線板１２０の主面に対して垂直に接続するのは容易ではない。
このため、内視鏡１０１は、照明ユニット１１０の製造時の作業性が良くはなかった。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００５】
【特許文献１】特開平１１－２６７０９９号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００６】
　本発明は、照明ユニットの製造が容易な内視鏡を提供することを目的とする。
【課題を解決するための手段】
【０００７】
　本発明の実施形態の内視鏡は、照明ユニットと被写体画像を取得する撮像ユニットとを
挿入部の先端部に具備し、前記照明ユニットは、それぞれが、半導体発光素子を有し、上
面から光を出射する複数の発光部と、長軸方向が撮像方向であり、光出射方向である前記
長軸方向に列設された複数の凹部のそれぞれの内部に前記複数の発光部のそれぞれが配設
されているとともに、複数の接続用電極を、いずれかの主面に有し、前記複数の接続用電
極のそれぞれが、前記半導体発光素子の素子電極と中継電極および内部配線を介して接続
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されている配線板と、前記複数の発光部の前記上面の上部に、透明樹脂層を介して配設さ
れた、前記複数の発光部が出射した光の方向を前記配線板の前記長軸方向に変える光学部
材と、前記配線板の主面に平行に、前記複数の接続用電極のそれぞれと接合された複数の
信号ケーブルと、を有する。
【発明の効果】
【０００８】
　本発明によれば、製造が容易な照明ユニットを具備する内視鏡を提供することができる
。
【図面の簡単な説明】
【０００９】
【図１】従来の内視鏡の先端部の構造を示す断面図である。
【図２】第１実施形態の内視鏡の構造を説明するための外観図である。
【図３】第１実施形態の内視鏡の先端面の外観図である。
【図４】第１実施形態の内視鏡の先端部の構造を示す断面図である。
【図５】第１実施形態の内視鏡の照明ユニットの分解図である。
【図６】第１実施形態の変形例の内視鏡の先端面の外観図である。
【図７】第１実施形態の変形例の内視鏡の照明ユニットの先端面の外観図である。
【図８】第１実施形態の変形例の内視鏡の先端部の構造を示す断面図である。
【図９】第２実施形態の内視鏡の照明ユニットの構造を説明するための断面図である。
【図１０】第２実施形態の変形例の内視鏡の照明ユニットの構造を説明するための断面図
である。
【図１１】第２実施形態の変形例の内視鏡の照明ユニットが発生する白色光のスペクトル
である。
【図１２】第２実施形態の変形例の内視鏡の照明ユニットが発生する特殊光のスペクトル
である。
【発明を実施するための形態】
【００１０】
＜第１実施形態＞
　以下、図を用いて第１実施形態の内視鏡１について説明する。なお、図はいずれも説明
のための模式図であり、縦横の寸法比等は実際とは異なっている。
【００１１】
　図２に示すように、第１実施形態の内視鏡１は、被検体の体内に挿入される挿入部１２
と、術者が把持する操作部１３と、操作部１３から延設されたユニバーサルコード１４と
、を具備する。ユニバーサルコード１４は、制御部２およびカメラコントロールユニット
（ＣＣＵ）３等を有する本体部４と接続されており、本体部４にはモニタ５が接続されて
いる。挿入部１２の先端部１１の基端部側は、操作部１３の操作に応じて先端部１１の長
軸方向（Ｚ方向）を変える湾曲部１２Ｃとなっている。
【００１２】
　図３に示すように、先端部１１の先端面１１Ｓには、矩形の照明レンズ５５と、撮像レ
ンズ７６と、鉗子口６８と、送気／送水口６９がある。
【００１３】
　図４は図３のＩＶ－ＩＶ線に沿った断面図である。図４に示すように、内視鏡１は、挿
入部１２の先端部１１に、撮像ユニット７０と照明ユニット１０とを具備する。撮像ユニ
ット７０は、最外レンズである撮像レンズ７６を有するレンズ群７２を介して被写体像を
撮像するＣＭＯＳイメージセンサ等の撮像部７１と、チップ部品７５が配設された配線板
７３と、配線板７３の主面に平行に接合された信号ケーブル７４と、を有する。照明ユニ
ット１０は、発光部３０と、配線板２０と、発光部３０が出射する光の方向を変える光学
部材であるプリズム５０と、発光部３０に駆動信号を送る信号ケーブル６０とを有する。
先端部１１の空洞部に挿入された照明ユニット１０は封止樹脂４５で封止されている。
【００１４】
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　上面から光を出射する発光部３０の上面から出射された光は、プリズム５０により方向
が変えられて、撮像ユニット７０の撮像方向と同じ方向（Ｚ方向）に出射される。
【００１５】
　次に、図５により、照明ユニット１０の構造を詳細に説明する。配線板２０は、Ｚ軸方
向が長軸の長方形の第１の主面２０ＳＡと第２の主面２０ＳＢとを有する。そして第１の
主面２０ＳＡには凹部２１と、接続用電極２３とが形成されている。凹部２１の底面は、
配線板２０の主面２０ＳＡ、２０ＳＢと平行である。凹部２１の底面には、第１の主面２
０ＳＡの接続用電極２３と内部配線２４を介して接続されている中継電極２２が形成され
ている。
【００１６】
　そして、凹部２１の内部には、半導体発光素子である発光ダイオード（ＬＥＤ）３１と
、波長変換層３５と、からなる発光部３０が配設されている。すなわち、配線板２０は、
半導体チップであるＬＥＤ３１を収容する、例えば熱伝導率の高いＡｌＮ等のセラミック
からなるパッケージである。
【００１７】
　なお、照明ユニット１０は内視鏡１の先端部１１に配設するために、極めて小さい。例
えば、プリズム５０の入射面５１は０．５ｍｍ角、ＬＥＤ２１は厚さ０．０９ｍｍ、０．
３５ｍｍ角であり、配線板２０は長軸方向が２．５ｍｍ、短軸方向が１ｍｍ、厚さが０．
２ｍｍである。
【００１８】
　青色光（例えば、波長４５０ｎｍ～４７０ｎｍ）を発光するＬＥＤ３１の素子電極３２
は、中継電極２２とフリップチップ実装されている。波長変換層３５は、青色光を受光す
ると黄色光（例えば、波長５３０ｎｍ～５５０ｎｍ）を発生する蛍光体粒子と透明なシリ
コーン系樹脂とを混合した蛍光体混合樹脂からなる。なお発光波長は半値幅波長で示す。
【００１９】
　プリズム５０は、発光部３０の上面の上部に、透明樹脂層４０を介して配設されている
。光学部材は、発光部３０が出射した光の方向を９０度変え、先端部１１の長軸方向（Ｚ
方向）に出射する機能を有していれば、直角プリズムに限られるものではなく、反射鏡等
であってもよい。
【００２０】
　透明樹脂層４０には、発光部３０が出射した光を減衰しない透明樹脂材料、例えば、シ
リコーン系樹脂、エポキシ系樹脂、またはアクリル系樹脂などを用いる。
【００２１】
　そして、信号ケーブル６０は、配線板２０の第１の主面２０ＳＡの接続用電極２３と接
続されている。接続には例えば、はんだ接合が用いられるが、平面上の接続用電極２３へ
の接合のため作業は容易である。
【００２２】
　配線板２０の接続用電極２３と接続された信号ケーブル６０に駆動信号が印加されると
、発光部３０の上面からは、ＬＥＤ３１からの青色光と波長変換層３５からの黄色光との
混合光である白色光が上方向（Ｙ方向）に出射される。すなわち、照明ユニット１０が発
生する白色光は、人間の目に自然な白色と認識されれば、擬似白色光であってもよく、そ
のスペクトル分布等は仕様により異なる。
【００２３】
　発光部３０の上面には、透明樹脂層４０を介して、発光部３０が出射する光の方向を変
える光学部材であるプリズム５０が配設されている。すなわち、プリズム５０は、入射面
５１に垂直なＹ方向から入射した光を反射面５２で全反射し、出射面５３に垂直な前方（
Ｚ方向）に出射する。図４等に示したように、Ｚ方向は、先端部１１の長軸方向であり、
出射光Ｌの出射方向は、撮像部７１の光軸Ｏと平行である。
【００２４】
　以上の構成の照明ユニット１０を有する内視鏡１は、信号ケーブル６０の先端部と接続
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用電極２３とが平行である。すなわち、信号ケーブル６０の導電線が、配線板２０の平面
部分である第１の主面２０ＳＡに平行に接合されているので、製造が容易である。
【００２５】
　次に、照明ユニット１０の製造方法について説明する。
　最初に、配線板２０が準備される。配線板２０は、アルミニウムもしくは銅等の金属、
ガラス、ガラス繊維含有エポキシ樹脂もしくはポリイミド等の樹脂、または、各種セラミ
ックであってもよい。凹部２１は、開口形状が矩形のため、４面の側壁（側面）および底
部からなる。凹部２１は、発光素子３１の形状に応じて、その開口形状は多角形または円
形等であってもよいし、壁面はテーパー形状でもよい。
【００２６】
　また、光の取り出し効率向上のために、凹部２１の壁面は白色または反射層で覆われて
いることが好ましい。壁面を白色とするには、基材色を白としたり、または、白色塗装し
たりする。反射層（リフレクタ）は、蒸着法またはめっき法等により成膜される、Ａｌ、
Ａｕ、Ｎｉ等からなる反射率の高い膜でもよいし、内壁に高い反射率の加工を行ってもよ
い。また、ＬＥＤ３１の底面に反射膜が形成されていない場合には、凹部２１の底面にも
、反射膜を成膜したり、高反射率加工を行ったりしてもよい。さらに、配線板２０の凹部
２１の上部に、封止枠またはリフレクタ枠を設けてもよい。
【００２７】
　そして、配線板２０の凹部２１の底面に、ＬＥＤ３１がフリップチップ実装される。す
なわち、ＬＥＤ３１の素子電極３２と配線板２０の中継電極２２とが接続される。ＬＥＤ
３１は素子電極３２の形成された底面に反射膜を有することが光の取り出し効率向上のた
めに、好ましい。素子電極３２と中継電極２２との接続は、ワイヤーボンディング方式、
またはＴＡＢ（Tape Automated Bonding）方式等でもよい。また、ＬＥＤ３１は、ベアチ
ップタイプに限らず、パッケージングされたタイプを使用してもよい。
【００２８】
　次に、凹部２１の内部、すなわち、ＬＥＤ３１の周囲に蛍光体混合樹脂が充填され、波
長変換層３５が形成される。なお、ＬＥＤ３１の周囲を透明樹脂等で封止した上に、蛍光
体混合樹脂を充填してもよい。また、凹部２１の上部に空間を残して充填された蛍光体混
合樹脂の上に、さらに、透明樹脂等を充填してもよい。
【００２９】
　蛍光体粒子としては、それぞれ、公知の各種系の蛍光材料、例えば、ＹＡＧ系、ＴＡＧ
系、サイアロン系、カズン系、オルトシリケートアルカリ土類系、または、Ｌａ酸窒科物
系の蛍光材料から適宜、選択される。
【００３０】
　また、発光部３０としては白色光を発光するものであれば、各種の構成が可能である。
例えば、ＬＥＤとして紫外線発光ＬＥＤを用いて、波長変換層３５が、赤色蛍光体、緑色
蛍光体および青色蛍光体を含んでいてもよい。また、青色ＬＥＤと、赤色蛍光体および緑
色蛍光体と、を用いてもよい。
【００３１】
　そして、プリズム５０の入射面５１が透明樹脂層４０を介して、発光部３０の上面の波
長変換層３５に接着される。透明樹脂層４０は例えばシリコーン系樹脂からなる。
【００３２】
　なお、入射面５１が０．５ｍｍ角と極小のプリズム５０を配線板２０へ接着する作業を
容易にするために、プリズム５０の反射面５２に、入射面５１と平行な面のある支持部材
を接合し、支持部材を吸着ノズルで吸着しながらプリズム５０を所定位置に配設してもよ
い。
【００３３】
　また、支持部材はプリズム５０を接着後に取り外して、支持部材のあった空間にチップ
コンデンサ等の電子部品を配設してもよい。また、プリズム５０の側面に反射膜を形成す
ることで、光取り出し効率を向上させてもよい。さらに、発光部が透明樹脂に封止された



(6) JP 6021391 B2 2016.11.9

10

20

30

40

50

ＬＥＤからなり、プリズム５０の入射面５１または出射面５３に、波長変換層３５が配設
されていてもよい。
【００３４】
　そして、信号ケーブル６０の複数の導電線が、配線板２０の複数の接続用電極２３と、
それぞれ接続される。図５に示すように接続用電極２３は配線板２０の第１の主面２０Ｓ
Ａに形成されているため、接続作業は容易である。なお、接続用電極２３は、配線板２０
の第２の主面２０ＳＢに形成されていてもよい。すなわち、接続用電極２３が、配線板２
０のいずれかの主面に形成されていれば、信号ケーブル６０の接続が容易である。
【００３５】
　照明ユニット１０は、先端部１１の先端面１１Ｓとプリズム５０の出射面５３とが平行
になるように、先端部材の穴の内部に接着剤で固定される。放熱効率の向上のためには、
照明ユニット１０の配線板２０を先端部１１の内壁面に固定する接着剤および封止樹脂４
５には、熱伝導率の高いフィラーが混合されていることが好ましい、例えばフィラーとし
ては、シリカ、金属粉、アルミナ、窒化アルミなどを用い、樹脂としては、シリコーン系
またはアクリル系などを用いる。
【００３６】
　さらに、照明レンズ５５が送気／送水口６９と隣接するように照明ユニット１０を配設
することにより、照明ユニット１０が発生した熱が、送気／送水のときの空気／水を介し
て効率的に放熱される。また放熱性向上のために、金属ワイヤーを束ねた放熱部材などを
、照明ユニット１０に取り付けてもよい。
【００３７】
＜第１実施形態の変形例＞
　次に、第１実施形態の変形例１、２の内視鏡１Ａ、１Ｂについて説明する。変形例の内
視鏡１Ａ等は第１実施形態の内視鏡１と類似しているので同じ構成要素には同じ符号を付
し説明は省略する。
【００３８】
　図６および図７に示すように、変形例１の内視鏡１Ａの照明ユニット１０Ａは、長軸方
向の角部が面取りされている。すなわち、図６に示すように、先端面１１Ｓに露出した照
明ユニット１０Ａの照明レンズ５５Ａは円形であり、図７に示すように、配線板２０Ａは
角部２０ＣＡが面取りされており、プリズム５０Ａも角部５０ＣＡが面取りされている。
なお、面取り形状は、プリズム５０Ａでは曲面とし、配線板２０Ａでは多角形とする等で
あってもよい。
【００３９】
　先端面１１Ｓの穴の断面が円形、すなわち、照明ユニット配設穴が円柱形の場合、断面
が矩形の場合よりも形成加工が容易であり、先端部材を安く製造できる。
【００４０】
　面取りをした照明ユニット１０Ａは、先端部１１の小型化が容易であり、かつ、円柱形
の穴の内部に隙間無く配設できるため、発生した熱を先端部材に伝熱しやすい。
【００４１】
　すなわち、変形例の内視鏡１Ａは、内視鏡１の効果を有し、さらに、先端部１１の小型
化および加工が容易であるとともに、照明ユニット１０Ａの放熱性にも優れている。
【００４２】
　次に、図８に示すように、変形例２の内視鏡１Ｂの照明ユニット１０Ｂは、配線板２０
Ｂの長軸方向が、先端部の長軸方向（Ｚ軸方向）に対して、角度θだけ傾斜している。そ
して、プリズム５０Ｂは、２つのプリズム５０Ｂ１、５０Ｂ２からなる。プリズム５０Ｂ
１とプリズム５０Ｂ２とは、屈折率の低い透明樹脂からなる接着層を介して接着されてい
る。例えば、高屈折率ガラスからなるプリズム５０Ｂ１、５０Ｂ２の屈折率は１．８であ
り、シリコーン系の透明樹脂の屈折率は１．５である。なお、図８において接着層は図示
していない。
【００４３】



(7) JP 6021391 B2 2016.11.9

10

20

30

40

50

　発光部３０Ｂの上面からの出射光Ｌは、プリズム５０Ｂ２を通過した後、プリズム５０
Ｂ１との接合面５０Ｆに入射するが、入射角が臨界角以下のため接合面５０Ｆを透過しプ
リズム５０Ｂ１の内部に入射する。入射光は、プリズム５０Ｂ１の上面で反射すると、今
度は接合面５０Ｆに臨界角以上で入射するため全反射して、内視鏡１Ｂの先端部１１の長
軸方向（Ｚ方向）に出射される。
【００４４】
　傾斜角度θが大きいほど、照明ユニット１０Ｂの長さを短くすることができる。傾斜角
度θは、２０度～６０度が好ましく、設計および加工の観点から特に好ましくは４５度で
ある。
【００４５】
　なお、先端部１１の照明ユニット１０Ｂを配設する穴の壁面形状を、配線板２０Ｂの形
状にあわせて斜め形状にしても良く、配線板２０Ｂと先端部材の間に、断面が三角形の部
材を設けてもよい。また、基板形状の断面を三角形の形状にしてもよい。
【００４６】
　変形例の内視鏡１Ｂは、内視鏡１の効果を有し、さらに、先端部１１の小型化が容易で
ある。
【００４７】
＜第２実施形態＞
　次に、第２実施形態の内視鏡１Ｃについて説明する。内視鏡１Ｃは第１実施形態の内視
鏡１と類似しているので同じ構成要素には同じ符号を付し説明は省略する。
【００４８】
　図９に示すように、内視鏡１Ｃの照明ユニット１０Ｃは、配線板２０Ｃの長軸方向（Ｚ
方向）に列設された３個の凹部２１Ｃ１～２１Ｃ３のそれぞれに、発光部３０Ｃ１～３０
Ｃ３が配設されている。発光部３０Ｃ１は赤色光を発光し、発光部３０Ｃ２は緑色光を発
光し、発光部３０Ｃ３は青色光を発光する。すなわち、３個の発光部３０Ｃ１～３０Ｃ３
は、異なる波長の光を出射する。
【００４９】
　発光部３０Ｃ１～３０Ｃ３は、いずれも紫外線（波長：３８０～４２０ｎｍ）を発光す
るＬＥＤ３１を有する。一方、発光部３０Ｃ１の波長変換層３５Ｃ１は、紫外光を受光す
ると赤色光（６１０～６７０ｎｍ）の蛍光を発生する赤色蛍光体を含む。発光部３０Ｃ２
の波長変換層３５Ｃ２は、紫外光を受光すると緑色光（５００～５３０ｎｍ）の蛍光を発
生する緑色蛍光体を含む。発光部３０Ｃ３の波長変換層３５Ｃ３は、紫外光を受光すると
青色光（４５０～４７０ｎｍ）の蛍光を発生する青色蛍光体を含む。
【００５０】
　そして、それぞれの発光部３０Ｃ１～３０Ｃ３の上面には、それぞれが発光する波長の
光を選択的に反射する、ダイクロイックミラー５０Ｃ１～５０Ｃ３が４５度の角度で配設
されている。このため、照明ユニット１０Ｃは、光の三原色である、赤色光、緑色光、お
よび青色光を発生するため、照明ユニット１０よりも、高演色性が可能である。
【００５１】
　もちろん、発光部３０Ｃ１～３０Ｃ３が、それぞれ赤色ＬＥＤ、緑色ＬＥＤ、青色ＬＥ
Ｄと、それぞれのＬＥＤを封止する透明樹脂から構成されていてもよい。
【００５２】
　照明ユニット１０Ｃは、発光部３０Ｃ１～３０Ｃ３からの出射光Ｌが、同一の光軸にそ
って出射されるため、特に演色性がよいが、複数の発光部３０Ｃ１～３０Ｃ３は、配線板
２０Ｃの短軸方向に列設されていてもよい。また、３個の発光部３０Ｃ１～３０Ｃ３が、
例えば、配線板上の正三角形の頂点位置に配設されていてもよい。
【００５３】
＜第２実施形態の変形例＞
　次に、第２実施形態の変形例の内視鏡１Ｄについて説明する。変形例の内視鏡１Ｄは第
２実施形態の内視鏡１Ｃと類似しているので同じ構成要素には同じ符号を付し説明は省略
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する。
【００５４】
　図１０に示すように、内視鏡１Ｄの照明ユニット１０Ｄでは、３個の発光部３０Ｄ１～
３０Ｄ３が、１個のプリズム５０Ｄを共有している。このため、内視鏡１Ｄは、内視鏡１
Ｃの効果を有し、高さは高いが構造が簡単で組み立てが容易である。
【００５５】
　ここで、内視鏡による観察として、可視光を用いた通常光観察（白色光観察）が広く行
われているが、照射光の波長特性を利用した特殊光観察も行われるようになってきた。例
えば、狭帯域光観察（Narrow Band Imaging：ＮＢＩ）では、血管を高いコントラストで
観察するために、血液に強く吸収され、かつ粘膜表層で強く反射・散乱される、という特
長を併せ持つ光の利用に着目し、２つの狭帯域光を照射することにより、粘膜表層の毛細
血管と深部の太い血管とのコントラストを強調表示することができる。
【００５６】
　内視鏡１Ｄでは、制御部２の制御により、照明ユニット１０Ｄの異なる波長の光を出射
する発光部３０Ｄ１～３０Ｄ３が、独立してＯＮ／ＯＦＦ制御可能である。
【００５７】
　このため、内視鏡１Ｄは照射光として、第１モードの白色光だけでなく、第２モードと
して特殊光、例えば狭帯域波長の光を用いることができる。
【００５８】
　照明ユニット１０Ｄの発光部３０Ｄ１は、紫外光（波長：４００ｎｍ～４２０ｎｍ）を
発光するＬＥＤ３１Ｄ１を有する。発光部３０Ｄ２は、黄色光（波長：５３０ｎｍ～５５
０ｎｍ）を発光するＬＥＤ３１Ｄ２を有する。発光部３０Ｄ３は、青色光（波長４５０ｎ
ｍ～４７０ｎｍ）を発光するＬＥＤ３１Ｄ３を有する。そして、波長変換層３５Ｄ１と波
長変換層３５Ｄ２は透明樹脂からなり、発光部３０Ｄ３の波長変換層３５Ｄ３は黄色光（
５３０ｎｍ～５５０ｎｍ）の蛍光を発生する黄色蛍光体を含む。
【００５９】
　照明ユニット１０Ｄは、第１の発光モード（白色光観察モード）では、発光部３０Ｄ３
が点灯（ＯＮ）し、発光部３０Ｄ１と発光部３０Ｄ２は消灯（ＯＦＦ）である。このため
、図１１に示すように、照明ユニット１０Ｄからは、青色光と黄色光との混合光としての
白色光が出射される。
【００６０】
　これに対して、照明ユニット１０Ｄは、第２の発光モード（狭帯域光観察モード）では
、発光部３０Ｄ１と発光部３０Ｄ２が点灯（ＯＮ）し、発光部３０Ｄ３は消灯（ＯＦＦ）
である。このため、図１２に示すように、照明ユニット１０Ｄからは、狭帯域光が出射さ
れる。
【００６１】
　なお、白色光を発生する発光部の出射光の光路に、所定の狭帯域波長の光だけを透過す
るフィルタを出し入れ制御可能なように、配設することにより、ＮＢＩ観察が可能な内視
鏡であってもよい。
【００６２】
　内視鏡１Ｄは、内視鏡１Ｃが有する効果を有し、さらに異なるモードの光による観察が
可能である。
【００６３】
　なお、内視鏡１Ｃ、１Ｄの照明ユニットには、２個または４個以上の発光部が配設され
ていてもよい。また、第１実施形態の変形例のように、長軸方向の角部が面取りされてい
てもよいし、配線板の長軸方向が、先端部の長軸方向（Ｚ軸方向）に対して、角度θだけ
傾斜していてもよい。
　また、内視鏡１Ｃでも、変形例の内視鏡１Ｄのように、異なる波長の光を出射する発光
部が、独立してＯＮ／ＯＦＦ制御可能であってもよい。
【００６４】
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　すなわち、本発明は上述した実施形態等に限定されるものではなく、本発明の要旨を変
えない範囲において、種々の変更、改変、組み合わせ等ができる。
【符号の説明】
【００６５】
１、１Ａ～１Ｄ…内視鏡、２…制御部、４…本体部、５…モニタ、１０…照明ユニット、
２０…配線板、２１…凹部、２２…中継電極、２３…接続用電極、２４…内部配線、３０
…発光部、３２…素子電極、３５…波長変換層、４０…透明樹脂層、４５…封止樹脂、５
０…プリズム、５５…照明レンズ、６０…信号ケーブル、７０…撮像ユニット

【図１】 【図２】
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